
等
、
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み
ん
な
で
つ
く
ろ
う

　
　
　
　
　
　
　
き
れ
い
な
環
境

　
　
E
環
境
衛
生
強
調
週
間
1
，

、
厚
生
省
で
は
、
四
月
十
九
日
よ
り

二
十
五
日
ま
で
の
一
週
間
を
「
環
境

衛
生
強
調
週
間
」
に
指
定
し
て
全
国

的
に
呼
び
か
け
て
い
ま
す
が
、
中
里

村
で
は
、
四
月
二
十
五
日
よ
り
五
月

一
日
ま
で
を
。
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う

き
れ
い
な
環
境
”
の
週
間
と
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
こ
の
機
会
に
春
季

大
清
掃
を
徹
底
し
て
行
な
い
、
衛
生

害
虫
の
ぼ
く
滅
を
は
か
り
ま
し
ょ

・
う
。、

清
掃
に
対
す
る
考
え
方
、
衛
生
害

虫
の
退
治
等
、
次
に
あ
げ
る
事
項
を

参
考
に
し
て
下
さ
い
。

◇
大
掃
除
の
仕
方

◎
雌
傭
の
た
め
に

一
、
順
序
を
き
め
て
お
く

二
、
必
要
な
器
械
を
用
意
す
る
。

◎
掃
除
の
実
際

一
、
当
日
は
天
気
を
よ
く
見
定
め
て

　
手
順
よ
く
す
る
。

二
、
先
す
出
来
る
だ
け
多
く
の
戸
、

　
障
子
を
は
す
し
、
一
定
の
場
所
に

　
整
理
し
て
お
く
。

三
、
次
に
、
た
ん
す
、
戸
棚
な
ど
を

　
戸
外
の
な
る
ぺ
く
日
陰
に
翁
き
、

　
中
に
入
っ
て
い
る
も
の
は
別
に
レ

　
で
整
理
し
て
き
れ
い
に
す
る
。

四
、
た
た
み
は
裏
側
を
日
に
当
て
る

五
、
，
家
の
中
の
ゴ
ミ
は
、
上
か
ら
下

　
入
、
奥
か
ら
玄
関
へ
、
風
上
か
ら

風
下
へ
と
順
を
お
っ
て
払
い
ま

す
。
念
入
り
に
す
る
所
は
、
天
井

う
ら
、
か
も
い
、
敷
居
と
床
の

間
、
縁
の
下
、
床
下
な
ど
。

六
、
柱
や
壁
板
は
洗
た
く
ソ
ー
ダ
や

　
粉
石
け
ん
で
洗
う
。

七
、
た
た
み
は
乾
し
た
あ
と
、
縁
の

　
ご
み
を
取
り
棒
で
よ
く
た
た
き
、

　
ほ
う
き
で
掃
い
て
も
と
に
お
さ
め

　
る
。
床
に
は
新
聞
紙
を
と
く
に
壁

　
ぎ
わ
敷
居
の
下
は
あ
つ
く
し
て
お

　
く
。

八
、
こ
れ
が
終
っ
た
ら
、
た
ん
す
、

　
戸
棚
、
障
子
を
入
れ
る
。

九
、
納
屋
、
下
水
、
流
し
場
、
井
戸

　
は
清
潔
に
、
こ
わ
れ
た
と
こ
ろ
は

　
な
お
す
。

十
、
お
わ
り
に
ご
み
の
始
末
を
す
る

十
一
、
手
を
洗
い
、
口
を
す
す
ぎ
入

　
浴
す
る
。

◇
衛
生
害
虫
の
退
治

◎
蚊
の
退
治

　
媒
介
す
る
病
気
に
は
、
マ
ラ
リ
ヤ

日
本
脳
炎
な
ど
で
あ
ら
ゆ
る
種
類
の

水
た
ま
り
に
卵
を
生
み
つ
け
て
発
生

し
ま
す
。

、
一
、
住
居
の
ま
わ
り
に
緋
水
設
備
の

　
な
い
と
こ
ろ
は
、
溝
な
ど
を
整
備

　
し
家
庭
汚
水
や
雨
水
が
溜
ら
な
い

　
よ
う
に
す
る
。

二
、
用
水
に
は
ふ
た
を
す
る
か
、
毎

週
一
回
水
を
と
り
か
え
る
こ
と
。

三
、
空
罐
や
、
空
び
ん
、
茶
わ
ん
の

か
け
ら
な
ど
も
重
要
な
発
生
源
と

　
な
る
の
で
投
げ
す
て
な
い
よ
う
に

　
ま
た
み
つ
け
た
ら
口
を
下
に
す
る

　
か
、
埋
め
る
か
取
り
除
く
こ
と
。

四
、
溝
、
汚
水
だ
め
、
防
火
用
水
、

　
屋
内
の
壁
等
に
は
ダ
イ
ア
ノ
ジ

　
ン
、
デ
ィ
ル
ド
リ
ン
を
撒
布
す
る

　
こ
と
。

◎
は
え
の
退
治

　
汚
物
、
食
品
を
と
び
あ
る
き
赤
痢

チ
フ
ス
な
ど
の
消
化
器
系
伝
染
病
菌

を
媒
介
す
る
ほ
か
、
小
児
マ
ヒ
の

ウ
ィ
ル
ス
を
媒
介
す
る
。

一
、
便
所
の
汲
取
口
の
ふ
た
を
完
全

　
に
す
る
こ
と
と
、
落
し
口
か
ら
リ

　
ン
デ
ン
、
ダ
イ
ア
ジ
ノ
ン
等
の
粉

　
剤
を
毎
日
少
量
す
つ
撒
く
。

二
、
ご
み
箱
は
各
戸
に
整
備
し
、
ふ

　
た
を
つ
け
て
三
～
五
日
に
一
回
の

　
掃
除
を
す
る
。
清
掃
後
、
随
時
ダ

　
イ
ア
ジ
ノ
ン
等
を
十
分
ま
く
。

三
、
堆
肥
は
出
来
れ
ぱ
密
閉
さ
れ
た

　
形
の
堆
肥
舎
に
す
る
こ
と
が
望
ま

　
し
い
が
、
周
囲
と
底
を
コ
ン
ク
リ

　
ー
ト
に
す
る
か
、
ビ
ニ
ー
ル
を
か

　
ぶ
せ
る
と
か
し
て
管
理
を
よ
く
す

　
る
。

四
、
道
路
の
溝
、
庭
、
住
宅
の
週
辺

　
の
清
掃
を
行
、
う
。

五
、
屋
内
の
天
井
に
タ
イ
ア
ジ
ノ

　
ン
、
デ
ィ
ル
ド
リ
ン
等
の
乳
剤
を

　
う
す
め
て
噴
霧
す
る
。

◎
ご
き
ぶ
り
の
退
治

　
別
名
あ
ぶ
ら
虫
と
も
い
わ
れ
、
夜

に
な
る
と
活
発
に
走
り
回
り
、
便
所

や
台
所
等
の
薄
暗
い
所
を
は
い
回
り

赤
痢
菌
、
小
児
マ
ヒ
の
ウ
ィ
ル
ス
お

よ
び
寄
生
虫
卵
を
ま
き
散
ら
す
。

一
、
台
所
を
大
掃
除
し
て
す
み
す
み

　
ま
で
き
れ
い
に
す
る
。

二
、
台
所
の
厨
芥
は
ふ
た
の
つ
い
た

　
容
器
に
収
め
、
又
、
食
物
の
残
り

　
く
す
を
毎
日
よ
く
片
づ
け
る
。

三
、
ご
き
ぶ
り
の
か
く
れ
場
所
、
は

　
い
回
る
場
所
に
デ
ィ
ル
ド
リ
ン
等

　
を
濃
く
帯
状
に
塗
っ
て
お
く
こ
と

　
ま
た
床
か
ら
一
層
位
の
高
さ
ま
で

　
デ
ィ
ル
ド
リ
ン
や
ダ
イ
ア
ジ
ノ

　
ン
、
リ
ン
デ
ン
を
噴
霧
す
る
。

◎
の
み
の
退
治

一
、
た
た
み
を
あ
げ
て
日
光
に
あ
て

　
乾
燥
す
る
こ
と
。

二
、
た
た
み
の
周
縁
に
つ
い
て
い
る

　
ほ
こ
り
を
取
る
こ
と
。

三
、
床
下
、
床
上
、
畳
下
に
殺
虫
剤

を
撒
く
こ
と
。

◎
ね
す
み
の
退
治

　
ね
す
み
の
媒
介
す
る
病
気
は
赤

痢
、
チ
フ
ス
な
ど
の
消
化
器
系
伝
染

病
、
サ
ル
モ
ネ
ラ
等
食
中
毒
、
ペ
ス

ト
、
発
疹
熱
、
ワ
イ
ル
病
等
。

一
、
天
井
押
入
な
ど
、
ね
す
み
の
す

　
み
つ
き
や
す
い
場
所
の
整
理
を
よ

　
く
し
、
巣
を
つ
く
る
材
料
と
な
る

　
も
の
を
除
く
。

二
、
ね
す
み
の
出
入
口
と
な
る
排
水

　
孔
な
ど
に
防
そ
処
置
を
し
、
ま
た

　
ね
す
み
寂
を
ふ
さ
い
で
お
く
。

三
、
物
置
や
家
の
ま
わ
り
は
い
つ
も

　
整
理
し
、
食
物
は
戸
棚
に
き
ち
ん

　
と
お
さ
め
た
べ
の
こ
し
は
溝
に
流

　
さ
な
い
よ
う
に
し
て
ね
す
み
の
餌

　
を
な
く
す
。

四
、
ね
す
み
が
い
る
よ
う
で
あ
れ
ぱ

　
殺
そ
剤
、
パ
チ
ン
コ
、
ね
す
み
か

三
等
使
い
分
け
て
退
治
す
る
．

〈
投
稿
V

農
村
公
衆
電
話
利
用
に
つ
い
て

　
　
　
委
託
管
理
者
よ
り
お
願
い

私
達
の
部
落
（
田
代
）
に
待
望
の
一
全
く
便
型
あ
り
、
ま
た
い
ま
ま
で

農
村
公
衆
電
話
が
設
置
さ
れ
て
か
ら
、
電
話
で
済
ま
さ
れ
る
用
事
の
た
め
に

葦
に
婁
す
・
そ
れ
護
ど
一
蒙
わ
っ
た
テ
毫
え
る
と
・

ん
な
に
小
さ
な
用
事
で
も
わ
ざ
わ
ざ
部
落
全
体
に
と
っ
て
大
き
な
利
益
で

出
か
け
て
い
く
か
、
あ
る
い
は
約
一
あ
り
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

里
も
離
れ
て
い
る
重
地
部
落
ま
で
出
一
と
こ
ろ
で
こ
の
便
利
な
電
話
の
利

か
け
て
行
っ
て
電
話
を
お
借
り
す
る
用
に
つ
い
て
で
す
が
、
部
落
に
は
、

よ
り
方
法
が
な
か
っ
た
わ
け
で
す
ま
だ
農
村
公
衆
電
話
機
が
一
つ
し
か

．
酬
観
鶴
鶏
翻
耀
賛
曙
塵
勃
肛
酪
能
襲
砺
卿
需

　
　
　
か
・
キ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▽
長
い
冬
の
出
塚
ぎ
か
ら
帰
れ
ば
、

休
む
間
も
な
く
春
の
野
良
仕
事
が
待

ち
受
け
て
い
る
。
ほ
ん
と
に
ご
苦
労

さ
ま
で
す
が
、
農
業
近
代
化
を
考
え

る
ヒ
マ
も
な
い
で
は
…
…
…
。
新
年

度
を
む
か
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
針
、

が
、
困
る
の
は
呼
出
し
、
ま
た
は
通

達
で
す
。
私
の
部
落
の
場
合
で
す
と

戸
数
五
〇
戸
、
南
北
一
粁
米
、
一
番
高

い
と
こ
ろ
に
あ
る
家
で
す
と
自
転
車

す
ら
通
ら
な
い
道
を
登
っ
て
五
百
米

こ
う
い
う
状
態
で
す
の
で
部
落
の
地

理
的
条
件
を
知
ら
な
い
人
は
じ
つ
に

気
軽
に
”
○
○
さ
ん
を
す
ぐ
呼
ん
で

き
て
下
さ
い
。
電
話
を
切
ら
な
い
で

待
っ
て
い
ま
す
か
ら
”
な
ど
と
云
わ

れ
る
の
で
す
が
、
こ
う
い
う
場
合
、

呼
び
出
す
相
手
が
離
れ
て
い
る
と
き

は
ほ
ん
と
う
に
困
っ
て
し
ま
い
ま
す

勿
論
、
農
村
公
衆
電
話
の
利
用
目
的

に
つ
い
て
は
よ
く
理
解
し
て
い
ま
す

の
で
、
け
っ
し
て
ズ
ル
ケ
ル
な
ど
少

し
も
考
え
て
は
い
ま
せ
ん
が
、
何
分

に
も
こ
の
よ
う
な
地
理
的
条
件
で
す

の
で
、
利
用
者
の
皆
様
方
か
ら
も
多

少
の
時
間
の
余
裕
を
み
て
い
た
だ
き

た
い
と
お
も
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
電

話
利
用
の
時
間
が
大
体
、
お
昼
前
後

と
午
後
四
時
か
ら
七
時
頃
に
限
ら
れ

ご
承
知
の
よ
う
に
こ
の
時
間
は
ど
こ

の
家
庭
で
も
忙
し
い
時
で
、
午
供
や

計
画
の
実
現
に
努
力
し
て
い
き
た
い

も
の
で
す
。

▽
大
人
も
子
ど
も
も
、
春
の
解
放
感

は
い
い
で
す
が
、
火
の
用
心
、
ク
ル

マ
に
注
意
を
わ
す
れ
な
い
よ
う
に
、

春
の
防
犯
に
も
協
力
し
ま
し
ょ
う
。

▽
公
民
舘
報
は
、
村
づ
く
り
人
づ
く

り
の
ひ
ろ
ぱ
。
み
ん
な
に
役
立
つ
も

の
に
し
て
い
く
た
め
に
、
ご
寄
縞
を

お
願
い
し
ま
す
。

人
に
言
伝
て
を
し
た
と
し
て
も
二
件

も
三
件
も
重
な
り
ま
す
と
な
か
な
か

た
い
へ
ん
で
す
。
い
ま
ま
で
述
べ
た

こ
と
を
要
約
し
、
公
衆
電
話
利
用
者

に
次
の
よ
う
な
こ
と
を
お
願
い
し
た

い
と
お
も
い
ま
す
。

◎
呼
出
し
は
昼
前
も
し
く
は
午
後
二

時
か
ら
四
時
頃
の
手
す
き
の
時
に
利

用
し
て
下
さ
い
。

◎
大
ぜ
い
の
人
の
呼
哩
）
出
し
ま
た
は

取
継
ぎ
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
私
共

の
忙
し
さ
を
お
察
し
い
た
だ
き
無
理

を
云
わ
な
い
で
下
さ
い
。

◎
農
村
公
衆
電
話
は
呼
出
し
ま
た
は
．

通
達
の
場
合
に
は
所
定
料
金
を
い
た

だ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
あ

ま
り
重
要
で
な
い
こ
と
は
呼
び
出
さ

れ
た
人
に
迷
惑
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
遠
慮
下
さ
い
。

　
以
上
農
村
公
衆
電
話
刹
用
に
つ
い

て
委
託
管
理
者
か
ら
お
願
い
し
た
い

と
蒲
も
い
ま
す
。

　
（
田
代
部
落
公
衆
電
話
委
託
管
理
，

者
）
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学
校
の
．
入
事
異
動

　
　
　
、
平
場
、
辺
地
の
交
流
に
重
点

　
昭
和
三
十
六
年
度
末
三
十
七
年
度

初
め
の
教
職
員
人
事
異
動
は
、
県
教

育
奮
会
の
方
針
で
あ
る
全
県
的
な

人
亭
交
流
を
は
か
り
、
清
新
な
気
風

を
導
入
す
る
た
め
、
優
秀
な
新
人
を

起
用
し
、
ま
た
辺
地
平
場
の
交
流
も

方
針
ど
お
り
重
点
が
注
が
れ
た
の
で

か
な
り
大
幅
な
異
動
が
行
な
わ
れ

た
。
中
里
村
も
そ
の
線
で
相
当
な
異

動
が
あ
っ
た
が
、
と
く
に
田
沢
中
学

校
の
二
学
級
増
を
は
じ
め
、
清
津
峡

小
学
校
、
倉
俣
中
学
校
、
貝
野
中
学

一校の
各
一
学
級
増
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ

・
教
員
定
数
増
と
な
っ
て
い
る
。
各
学

校
人
事
異
動
は
次
の
と
齢
り
。

〔
転
出
〕

▽
田
沢
小

上
村
　
二
郎
（
十
日
町
小
）

　
加
茂
澄
夫
（
白
根
高
井
中
）

　
南
雲
　
　
進
（
十
日
町
川
治
小
）

　
武
石
　
淑
子
（
南
蒲
中
浦
小
）

▽
高
道
山
小

　
中
村
是
泰
（
栃
尾
高
校
）

　
清
水
　
八
重
（
十
日
町
水
沢
小
）

▽
倉
俣
小

　
渡
辺
　
　
貢
（
六
日
町
高
校
）

▽
貝
野
小

　
石
沢
藤
栄
（
田
沢
中
）

　
霜
鳥
　
孝
雄
（
加
茂
南
小
）

｛
§
～
、
毛
’
ミ
ゆ
L
匿
噛
、
プ
塾

　　退
　　任
　弱
　醤の

礁御
藤霧挨
長拶
伍

　
田
沢
中
学
校
に
奉
職
わ
す
か
三

年
。
ぞ
の
間
、
未
熟
な
私
ご
と
き
を

村
民
の
一
人
と
し
て
皆
様
か
ら
実
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
B

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
良

温
か
い
友
情
を
賜
わ
り
ま
し
た
。
本

努
の
中
学
校
教
育
以
上
に
、
社
会
教

育
に
対
し
て
無
能
で
あ
り
、
た
だ
慢

然
と
月
日
を
過
し
つ
、
、
こ
こ
に
空

と
退
任
致
し
ま
す
こ
と
は
悪
椀
に
た

え
ま
せ
ん
。
・

　
教
育
の
重
要
な
こ
と
は
今
更
申
し

上
げ
る
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ

ん
な
に
む
す
か
し
い
仕
事
も
少
な
い

と
、
経
験
を
積
め
ぱ
積
む
程
痛
感
致

し
ま
す
。
何
年
や
っ
た
ら
自
信
が
つ

く
か
、
い
つ
も
求
め
求
め
て
や
ま
ぬ

斯
の
道
を
な
お
迷
い
つ
つ
＼
二
田
の

里
に
去
り
ま
す
。

　
同
僚
の
方
女
、
生
徒
諸
君
の
面
影

を
一
々
思
い
起
こ
し
て
な
つ
か
し
み

ま
す
。
一
川
正
宗
の
味
。
そ
の
盃
の

彼
方
に
た
だ
よ
う
お
世
話
に
な
っ
た

方
六
の
お
顔
御
真
情
は
永
久
に
忘
れ

ら
れ
ま
せ
ん
。

　
村
民
の
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
皆
様
の
御
健
康
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

佐
藤
　
セ
イ
（
栃
尾
半
蔵
金
小
）

伊
藤
徳
尚
（
津
南
高
校
）

▽
田
沢
中

高松石南佐
野井沢雲藤

伍
郎
（
刈
羽
二
田
中
）

宏
司
（
十
日
町
中
）

　
薫
（
津
南
下
船
渡
中
）

　
頼
（
南
魚
城
内
中
）

サ
イ
（
北
魚
原
中
）

広
瀬
、
克
彦
（
古
志
山
古
志
中
）

藤
田
　
明
（
岩
船
中
俣
中
）

▽
倉
俣
中

鈴
木
　
　
照
（
三
条
第
一
中
）

▽
貝
野
中

椛
沢
　
寿
静
（
南
魚
石
打
中
）

▽
十
日
町
高
校
田
沢
分
校

　
大
島
・
妙
（
加
茂
農
高
校
）

〔
転
入
〕
新
任

▽
田
沢
小

　
白
岩
嘉
雄
（
長
岡
表
町
小
）

　
関
根
　
国
生
（
北
魚
守
門
小
）

　
中
村
　
マ
ツ
（
津
南
秋
成
小
）

　
宮
山
紀
恵
子
（
長
岡
日
越
小
）

▽
高
道
山
小

　
小
川
伸
一
（
北
蒲
中
川
小
）

西
脇
　
恵
子
（
新
任
）

▽
清
津
峡
小

関
口
晴
之
．
（
新
任
）

樋
ロ
　
ヒ
サ
（
新
任
）

▽
倉
俣
小

関
　
　
　
斉
（
栃
尾
中
ノ
俣
小
）

▽
貝
野
小

　
桑
原
　
清
信
（
柏
崎
枇
杷
島
小
）

　
本
宮
　
憲
男
（
新
任
）

▽
田
沢
中

　
石
沢
藤
栄
（
貝
野
小
）

　
中
村
美
智
子
（
東
頸
松
之
山
中
）

鈴竹市日小川高
木内橋木池井橋

昌
一
（
津
南
中
津
中
）

善
英
（
川
西
仙
田
中
）

啓
治
（
津
南
寺
石
小
）

雅
紀
（
中
頸
上
下
浜
小
）

　
弘
（
川
西
　
千
手
小
）

実
（
新
任
）

孝
基
（
新
任
）

▽
倉
俣
中

新
井
節
子
（
南
魚
六
日
町
中
）

串
橋
　
弘
子
（
新
任
）

　
吉
田
良
弘
（
新
任
）

▽
貝
野
中

小渋岡
林谷村

政
雄
（
北
魚
川
合
小
）

鞭
（
蘇
五
＋
沢
小
）
一
厚
日
町
覆
田
雰
校

　
野
沢
節
子
（
新
任
）

御
　
　
　
挨

田
沢
中
学
校
長

　
万
家
生
気
を
発
す
る
好
季
節
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
た
び
、
四
月
一
日

付
を
も
っ
て
田
沢
中
学
校
長
の
命
を

・
う
け
、
過
日
着
任
い
た
し
ま
し
た
。

　
お
も
え
ば
大
正
の
末
年
、
御
当
地

高
等
小
学
校
の
三
年
に
入
学
し
、
勉

強
さ
せ
て
頂
い
た
母
校
に
も
等
し
い

学
校
の
校
長
と
し
て
職
を
奉
す
る
こ

と
は
、
ま
こ
と
に
身
に
余
る
光
栄
で

あ
り
、
三
十
数
年
前
の
悪
童
た
り
し

　
▲
昌
■
■
▼
Ψ
（
，
〉
亨

き
ょ
う
か
ら
一
年
生

　
去
る
四
月
四
日
は
、
村
内
小
中
学

校
一
せ
い
に
入
学
式
。
大
雪
だ
っ
た

今
年
は
春
の
訪
れ
も
幾
分
遅
く
四
月

と
は
い
え
入
学
式
の
日
は
春
の
淡
雪

　に

見
舞
わ
れ
た
が
、
折
か
ら
の
寒
波

　
に
も
め
げ
す
真
新
ら
し
い
帽
子
、
服

　
に
身
を
つ
つ
ん
だ
可
愛
い
一
年
生
た

　
ち
が
元
気
に
入
学
し
た
。

　
　
な
お
、
中
学
校
で
は
当
分
生
徒
急

　
増
が
つ
づ
く
が
、
小
学
校
で
は
漸
減

㎜
す
る
傾
向
に
あ
る
。

　
　
　
【
写
真
は
田
沢
小
学
校
に
て
】

拶石
沢
藤
栄

を
省
み
て
実
に
面
映
ゆ
い
次
第
で
あ

り
ま
す
。
殊
に
教
育
を
も
っ
て
雄
村

を
誇
る
中
里
村
で
あ
り
、
創
立
以
来
・

十
有
五
年
手
腕
力
量
と
、
そ
の
人
間

味
溢
れ
た
、
初
代
板
橋
校
長
先
生
に

継
い
で
、
文
筆
の
才
天
下
に
そ
の
名

を
馳
せ
た
二
代
佐
藤
校
長
先
生
、
御

二
方
の
御
苦
心
の
経
営
に
よ
り
そ
の

実
績
顕
著
な
学
校
を
、
私
如
き
何
等

特
色
も
な
い
浅
学
菲
才
の
者
が
引
継

ぐ
こ
と
は
、
た
だ
体
感
と
意
識
に
於

い
て
責
任
の
重
旦
大
な
る
こ
と
を
覚

え
る
の
み
で
あ
り
ま
す
。

　
新
教
育
課
程
全
面
実
施
の
第
一
年

次
で
あ
り
、
さ
ら
に
加
え
て
県
下
に

稀
有
と
聞
く
規
模
宏
大
な
屋
内
体
育

舘
の
建
築
等
、
難
問
山
積
の
教
務
室

で
、
日
女
困
迷
を
続
け
て
い
る
の
が

実
情
で
あ
り
ま
す
。
齢
五
十
を
過
ぎ

ま
し
た
け
れ
ど
も
、
学
校
教
育
へ
の

熱
情
は
血
潮
た
ぎ
る
十
八
名
の
同
僚

に
伍
し
て
引
か
な
い
覚
悟
で
あ
り
ま

す
。

　
貝
野
小
学
校
在
職
五
ヵ
年
は
、
実

に
学
区
民
の
誰
彼
な
し
に
好
き
勝
手

な
熱
を
噴
き
、
毒
舌
を
弄
し
、
我
が

侭
な
限
り
を
尽
し
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
本
当
に
失
礼
の
極
み
で
あ
り
申

　
　
　
、
（
二
面
六
段
目
に
続
く
）
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ご
あ
い

　
　
　
　
　
　
貝
野
小
学
校
長

　
全
身
か
ら
ふ
き
出
し
て
止
ま
な
い

汗
、
宮
中
の
ダ
ム
を
渉
る
涼
風
を
肌

に
入
れ
な
が
ら
、
見
遥
か
す
妻
有
の

里
、
雪
の
山
六
、
何
と
ま
ぶ
し
か
っ

た
こ
と
か
じ
色
眼
鏡
の
用
な
ど
砂
閣

舞
い
立
つ
柏
崎
を
出
る
時
に
は
思
い

も
つ
か
な
か
っ
た
の
で
す
が
ー
ほ

っ
と
一
息
つ
き
ま
し
た
。

　
二
十
数
年
前
、
教
生
旅
行
で
十
日

町
ま
で
来
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
中

魚
の
地
は
私
に
と
っ
て
余
り
縁
の
な

い
所
で
し
た
．
同
級
会
の
折
に
い
つ

も
き
ま
っ
た
よ
う
に
、
「
汽
車
が
な

く
な
る
か
ら
、
お
先
に
失
礼
」
と
い

　鑓
鎖

さ
つ
桑
原
清
信

っ
て
別
れ
る
金
子
勇
治
君
（
外
丸
中

学
校
教
頭
）
の
こ
と
や
、
柏
崎
一
中

で
大
声
を
だ
し
て
わ
め
い
て
い
完
三

井
田
立
身
君
（
田
沢
中
学
校
教
頭
）

が
急
に
姿
を
消
し
た
の
で
行
方
を
た

づ
ね
た
ら
「
田
沢
」
と
か
い
う
山
の

中
へ
行
っ
た
。
と
の
こ
と
。
そ
れ
ら

も
い
つ
と
は
な
し
に
念
頭
か
ら
消
え

て
し
ま
っ
た
の
だ
が
、
自
分
の
こ
と

と
な
る
と
確
認
せ
ざ
る
を
得
な
く
な

り
ま
し
た
。

　
十
日
町
や
津
南
の
名
は
よ
く
聞
き

ま
し
た
が
「
中
里
」
は
余
り
耳
に
し

な
い
。
赴
任
早
女
で
よ
く
わ
か
ら
な

い
の
だ
が
、
何
だ
か
二
つ
の
地
区
の

中
間
に
あ
っ
て
取
り
残
さ
れ
て
い
る

よ
う
な
感
じ
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。

　
美
し
河
津
段
丘
の
上
に
散
在
す
る

わ
ら
ぶ
き
の
家
女
、
絵
の
様
な
風
物

誌
は
旅
人
の
夢
を
い
ろ
ど
る
こ
と
で

し
よ
う
が
、
「
こ
の
土
地
の
人
に
な

っ
た
の
だ
。
」
と
い
う
実
感
を
通
し

て
皮
膚
に
感
す
る
も
の
は
、
も
う
け

っ
し
て
そ
ん
な
甘
い
も
の
で
は
済
ま

さ
れ
な
い
切
実
さ
に
迫
ま
ら
れ
て
い

る
様
な
気
が
し
ま
す
。

　
前
校
長
石
沢
氏
の
数
年
に
わ
た
っ

た
寝
食
を
忘
れ
て
の
ご
健
斗
の
あ
と

を
う
け
、
果
し
て
貝
野
地
区
の
要
望

に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
心
許
な

い
限
り
で
す
が
、
目
の
前
に
嬉
六
と

し
て
た
わ
む
れ
る
子
等
、
雪
や
け
に

自
い
歯
並
み
、
つ
ぶ
ら
な
瞳
を
見
つ

め
る
と
き
、
こ
の
子
供
達
の
幸
を
念

す
る
心
を
抑
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
わ
れ
人
共
に
毒
を
得
ん
と
念
す

る
悲
願
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
翁

願
い
致
し
ま
す
。

青
少
年
保
護
育
成
条
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
月

　
去
る
一
月
の
県
議
会
社
会
土
木
委

員
会
で
四
日
間
に
わ
た
っ
て
慎
重
に

審
議
さ
れ
、
同
本
会
議
に
お
い
て
可

決
さ
れ
た
新
潟
県
青
少
年
保
護
育
成

条
例
が
、
四
月
一
日
か
ら
（
罰
則
は

三
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
）
施
行
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
条
例
は
、
新
潟
県
民
全
体
が

青
少
年
の
健
全
育
成
に
深
い
理
解
と

畠
働
闘
麺
器
闘
舖
”
●
●
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年
度
社
会
教
育
の
方
針

　
　
　
　
　
　
　
青
少
年
教
育
に
重
点

　
近
年
、
農
業
青
少
年
の
急
激
な
減

少
な
ど
で
不
振
を
か
こ
っ
て
い
る
青

少
年
の
活
動
を
、
な
ん
と
か
活
発
に

し
て
い
き
た
い
と
村
教
育
委
員
会
で

は
、
三
十
七
年
度
社
会
教
育
の
方
針

と
し
て
青
少
年
教
育
の
振
興
に
重
点

を
わ
き
、
そ
の
た
め
、
県
青
少
年
教

育
振
興
協
議
会
が
ま
と
め
た
「
青
少

年
教
育
の
現
状
と
課
題
」
を
参
考
に

地
域
の
青
少
年
の
実
態
を
把
握
し
て

村
の
課
題
に
対
応
す
る
青
少
年
活
動

の
推
進
を
は
か
る
た
め
、
そ
の
具
体

策
を
研
究
中
で
あ
る
が
、
そ
の
第
一

段
階
と
し
て
出
塚
ぎ
者
の
帰
郷
を
ま

っ
て
、
郡
市
祉
教
振
興
会
と
共
同
で

五
月
中
に
青
少
年
実
態
調
査
を
お
こ

一なう
と
と
に
な
っ
た
。

　
一
ま
地
域
の
青
少
年
教
育
の
課
題

　
　
い

一
日
か
ら
施
行

関
心
を
も
っ
て
、
家
庭
や
社
会
環
境

を
よ
く
し
、
青
少
年
を
心
身
と
も
に

健
や
か
に
育
成
す
る
よ
う
つ
と
め
る

た
め
、
そ
れ
を
さ
ま
た
げ
る
お
そ
れ

の
あ
る
成
人
の
行
為
を
と
り
の
ぞ
い

て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
、
全
文
二

十
一
条
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。
児
童

憲
章
、
児
童
福
祉
法
な
ど
の
精
神
に

も
と
づ
い
て
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ

と
し
て
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
展
業

後
継
青
少
年
の
教
育
活
動
に
黒
点
が

し
ぽ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
、

農
業
近
代
化
の
た
め
の
高
度
の
経
営

能
力
を
育
て
る
こ
と
。
農
業
共
同
化

を
中
心
と
す
る
経
営
の
運
営
を
理
解

す
る
。
青
少
年
教
育
関
係
機
関
の
連

け
い
。
女
子
宵
年
の
活
動
、
出
稼
ぎ

に
よ
る
青
少
年
活
動
の
空
臼
対
策
、

ク
ラ
ブ
や
グ
ル
ー
プ
活
動
の
育
成
な

ど
の
点
に
留
意
し
て
い
く
こ
と
が
考

え
ら
れ
て
い
る
。

　
【
写
真
は
青
年
学
級
和
裁
コ
ー
ス
】

り
県
で
も
な
ん
と
い
っ
て
も
こ
の
条

例
の
越
旨
を
県
民
か
ら
よ
く
理
解
し

て
も
ら
う
こ
と
が
だ
い
じ
だ
と
そ
の

徹
底
を
図
る
た
め
、
市
町
村
段
階
で

の
説
明
会
を
開
く
こ
と
に
な
り
、
中

里
村
で
は
四
月
二
十
日
、
午
前
九
時

よ
り
田
沢
中
学
校
で
、
関
係
業
者
、

団
体
、
機
関
の
人
達
の
参
集
を
得
て

説
明
会
が
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
な
お
同
日
午
後
一
時

か
ら
村
青
少
年
間
題
協
議
会
が
催
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

成
人
式
は
三
日
に

　
　
健
康
診
断
の
お
知
ら
せ

　
今
年
成
人
に
な
ら
れ
た
方
女
に
心

か
ら
御
祝
申
上
げ
ま
す
。
皆
様
待
望

の
成
人
式
も
来
る
五
月
三
日
に
挙
行

す
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
に
先
だ
ち
、
日
本
赤
十
字
、
十
日

町
保
健
所
、
上
村
病
院
等
の
ご
協
力

を
得
て
成
人
に
な
ら
れ
た
方
六
の
健

康
診
断
を
左
記
に
よ
り
実
施
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
該
当
者
の

方
は
一
人
残
ら
す
受
け
て
下
さ
い
。

　
な
お
こ
の
健
康
診
断
を
受
け
た
人

に
は
成
人
式
当
日
美
し
い
健
康
手
帳

を
差
し
上
げ
ま
す
が
、
や
が
て
闘
様

が
結
婚
生
活
に
入
ら
れ
る
際
に
は
手

帳
の
交
換
に
よ
り
お
互
に
健
康
で
あ

る
こ
と
に
誇
り
を
も
っ
て
幸
福
な
結

婚
生
活
を
築
い
て
い
か
れ
る
の
で
は

な
い
で
し
よ
う
か
。
あ
な
た
の
幸
福

の
た
め
に
是
非
健
康
診
断
を
受
け
ら

れ
ま
す
よ
う
翁
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

　
　
　
記
　
　
　
　
　
（
係
）

◎
と
き
　
四
月
二
十
日
午
前
十
一
時

　
　
　
　
よ
り
午
後
三
時
ま
で
（
時

　
　
　
　
間
厳
守
）

◎
と
こ
ろ
　
田
沢
小
学
校
保
健
室

農
業
共
済
事
業
村

に
移
管

　
　
　
四
月
一
日
か
ら

　
四
月
一
日
か
ら
、
中
里
村
農
業
共

済
組
合
の
仕
事
が
全
面
的
に
村
に
移

管
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
去
る
三
月
の
村
議
会
で
審
議
決

定
さ
れ
た
も
の
で
、
農
業
共
済
亭
業

の
実
情
と
組
合
運
営
の
あ
り
方
に
慎

重
に
検
討
が
加
え
ら
れ
た
結
果
で
あ

っ
て
、
今
後
は
、
村
が
国
と
こ
の
事

業
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け

で
す
。

　
な
お
、
こ
の
事
業
の
業
務
は
役
場

で
行
な
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
漸
定
的
に
事
務
は
い
ま
ま
で
の

事
務
所
で
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

②
許
可
申
請
を
要
す
る
も
の

　
針
葉
樹
の
五
十
年
生
以
下
と
、
制

限
林
（
樹
種
を
間
わ
す
）

◎
造
林
に
つ
い
て

　
今
年
、
造
林
計
画
の
あ
る
方
は
春

植
、
秋
植
共
に
四
月
三
十
日
ま
で
に

届
出
て
下
さ
い
。

（
注
”
伐
採
届
ま
た
は
許
可
の
な
い

も
の
は
、
補
助
亭
業
か
ら
は
除
外
さ

れ
ま
す
）

◎
自
家
用
苗
木
生
産
に
つ
い
て

　
自
家
用
に
供
す
る
苗
木
は
、
面
積

並
び
に
本
数
を
報
告
し
て
下
さ
い
．

　
以
上
、
林
業
事
業
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
致
し
ま
す
。
届
出
、
許
可
甲
請

報
告
等
の
ご
相
談
は
、
役
場
産
経
係

宛
に
お
願
い
し
ま
す
。
　
　
（
係
）

　
1
お
知
ら
せ
1

　
　
　
林
業
事
業
に
つ

　
　
　
い
て

◎
伐
採
に
つ
い
て

　
森
林
法
に
も
と
づ
い
て
、
た
と
え

一
本
の
木
を
切
る
に
も
、
届
出
ま
た

は
許
可
申
請
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
林
木

を
伐
採
さ
れ
る
場
合
に
は
必
す
履
行

し
て
下
さ
い
．

0
届
出
を
要
す
る
も
の

　
針
葉
樹
で
五
十
一
年
生
以
上
の
も

の
と
、
広
葉
樹
は
全
部
。

（
一
面
よ
り
続
く
）

し
訳
な
く
存
じ
て
お
り
ま
す
。
氏
よ

り
育
ち
と
申
し
ま
す
が
、
氏
も
育
ち

も
極
め
て
粗
末
で
あ
り
ま
す
故
、
つ

と
め
て
雷
動
を
つ
つ
し
み
た
い
と
は

思
い
ま
す
が
、
お
そ
ら
く
は
、
相
も

変
ら
す
失
礼
な
こ
と
を
の
み
致
す
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
何
卒

御
勘
弁
頂
き
た
い
と
お
願
い
す
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。
幸
い
な
こ
と
に
、

前
校
長
佐
藤
先
生
の
御
尽
力
に
よ
り

ま
し
て
、
県
下
の
俊
秀
を
同
僚
と
し

て
輿
め
て
頂
い
て
居
り
ま
す
の
で
、

性
来
の
罵
馬
に
鞭
打
っ
て
光
栄
あ

る
田
沢
中
学
校
の
歴
史
を
汚
す
こ
と

の
な
い
よ
う
、
懸
命
な
営
み
を
続
け

た
い
と
思
い
ま
す
。
何
卒
旧
に
倍
し

た
御
協
力
を
賜
り
た
い
も
の
と
懇
願

す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
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　中部地区

農業改良普及所

う
ま
い
米
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
ー
そ
の
重
点
技
術
1

　
昨
年
は
農
業
基
本
法
を
新
し
い
出
．

発
点
と
し
て
将
来
の
農
業
の
在
り
方

が
諸
種
の
角
度
か
ら
論
議
さ
れ
、
農

村
に
お
い
て
も
労
働
力
が
急
速
に
流

出
し
．
ま
こ
と
に
多
事
な
一
年
で
あ

っ
た
。

　
さ
て
昭
和
三
十
七
年
度
は
、
農
業

構
造
改
善
事
業
が
全
国
九
十
二
地
区

に
パ
イ
ロ
ッ
ト
フ
ァ
ー
ム
と
し
て
設

置
さ
れ
具
体
化
の
段
階
に
入
る
が
、

農
業
と
他
産
業
の
所
得
格
差
が
増
大

し
、
農
村
に
お
け
る
極
端
な
労
力
不

足
が
深
刻
化
す
る
情
勢
の
中
で
新
時

代
に
即
応
し
た
方
向
に
事
業
が
進
め

ら
れ
る
よ
う
期
待
し
た
い
。

　
こ
の
時
に
あ
た
り
、
全
国
一
の
米

産
県
で
あ
る
新
潟
県
が
構
造
改
善
郁

業
を
ど
う
進
め
て
行
く
か
各
県
の
注

目
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
串
す
ま

で
も
な
く
今
後
と
い
え
ど
も
、
米
産

を
基
軸
と
し
て
こ
れ
に
畜
産
、
果
樹

を
組
み
入
れ
た
所
謂
農
業
経
営
の
抜

本
的
改
善
計
画
が
打
ち
立
て
ら
れ
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
そ
こ
で
農
業
所
碍
の
大
部
分
を
稲

作
所
得
が
占
め
る
水
県
に
於
い
て
、

今
後
の
米
産
の
進
め
方
が
当
．
面
す
る

問
題
と
な
る
が
、
土
地
及
び
労
働
の

生
産
性
の
向
上
は
勿
論
の
こ
と
米
が

商
品
で
あ
る
以
上
他
の
商
品
と
何
等

変
り
な
く
、
米
質
改
善
に
よ
り
消
費

者
よ
り
歓
迎
さ
れ
る
べ
く
う
ま
い
米

（
く
り
に
徹
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い

　
以
下
う
ま
い
米
つ
く
り
を
す
る
に

め
現
在
考
え
ら
れ
て
い
る
技
術
的
諸

点
を
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

1
・
㎜
種
統
一

　
う
ま
い
米
作
り
を
す
る
に
つ
い
て

先
す
成
さ
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
点

は
作
付
品
種
を
統
一
す
る
こ
と
だ
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
県
は
基
幹
品
種

　（ウ

ル
チ
九
、
モ
チ
ニ
）
の
作
付
面

積
の
目
標
を
八
○
％
ま
で
普
及
し
た

い
意
向
で
あ
る
が
、
う
ま
い
米
作
り

を
す
る
た
め
に
は
こ
れ
ら
基
幹
品
種

の
す
べ
て
が
ふ
さ
わ
し
い
品
種
と
は

一
云
え
な
い
。

　
先
日
、
東
京
で
開
催
さ
れ
た
本
県

産
米
に
対
す
る
求
評
会
で
消
費
者
に

好
評
を
は
く
し
た
の
は
越
路
阜
生
、

コ
シ
ヒ
カ
リ
、
越
か
お
り
、
越
栄
な

ど
の
四
越
で
、
日
本
海
は
不
評
だ
っ

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
う
ま
い
米

作
り
を
す
る
に
は
こ
う
し
た
消
費
者

に
喜
ば
れ
る
品
種
の
生
産
に
励
げ
ま

ね
ぱ
な
ら
な
い
。

　
中
部
地
区
に
於
け
る
品
種
の
作
付

状
況
を
み
て
も
先
に
述
ぺ
た
基
幹
品

種
の
作
付
率
が
年
汝
増
大
し
て
来
て

い
る
。
然
し
乍
ら
基
幹
品
種
以
外
の

品
種
の
作
付
が
依
然
と
し
て
多
い
こ

と
も
事
実
で
あ
る
。
こ
れ
は
当
地
の

如
き
山
間
特
有
の
火
山
灰
土
水
田
と

云
う
不
利
な
条
件
を
克
服
し
て
の
稲

作
栽
培
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
作
付
品

種
の
選
択
に
あ
た
り
そ
こ
に
は
当
然

増
収
性
が
加
味
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
品

魎
の
選
択
で
あ
る
以
上
、
地
理
的
条

件
を
考
え
合
わ
せ
る
に
基
幹
品
穏
と

云
え
ど
も
全
て
適
種
で
あ
る
訳
で
は

な
い
。

　
い
す
れ
に
せ
よ
今
後
の
稲
作
が
う

ま
い
米
作
り
の
方
向
に
進
む
以
上
、

品
税
改
良
も
そ
の
線
に
か
な
っ
た
品

樋
を
作
出
し
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
。

現
段
階
で
は
当
地
区
に
お
い
て
も
作

付
品
種
を
四
越
等
の
優
良
少
品
穂
に

統
一
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
そ
う

す
る
こ
と
が
本
県
産
米
の
声
価
を
発

概
す
る
こ
と
に
も
な
る
の
で
あ
る
。

2
健
康
な
稲
作
り

　
米
質
の
秀
れ
た
品
種
を
い
か
に
栽

培
し
て
も
そ
れ
が
健
康
に
育
っ
て
く

れ
な
け
れ
ば
、
品
種
の
も
つ
特
性
が

発
揮
さ
れ
な
い
ば
か
り
か
減
収
も
免

が
れ
な
い
。
健
康
な
稲
作
り
と
は
、

0
品
種
の
特
性
に
応
じ
た
稲
作
り
を

す
る

②
施
肥
の
合
理
化
（
N
肥
料
の
多
用

を
さ
け
る
）

の
二
条
件
が
そ
な
わ
っ
て
い
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
病
害
虫
防
除
、
倒
伏

防
止
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
条
件
で

あ
る
。3
早
刈
り
と
乾
燥

　
　
　
の
改
善

　
最
近
田
植
時
期
が
皐
ま
っ
て
来
て

い
る
が
、
刈
取
り
時
期
は
早
ま
ら
な

い
よ
う
で
あ
る
。
昨
年
の
如
き
は
、

台
風
、
労
力
不
足
か
ら
刈
取
り
が
適

期
よ
り
大
部
遅
れ
て
い
た
。

稲
の
刈
取
適
期
は
普
通
、
出
穂
後
三

五
～
四
〇
日
と
云
わ
れ
て
い
6
が
、

品
穂
に
よ
っ
て
は
一
ヵ
月
前
後
に
刈

取
っ
て
も
収
燈
、
米
質
に
全
く
影
響

な
い
も
の
も
あ
る
。
う
ま
い
米
作
り

に
は
適
期
刈
取
り
は
最
も
望
ま
し
い

が
、
刈
取
時
期
の
天
候
不
順
、
労
力

不
足
の
緩
和
を
考
え
て
今
少
し
阜
刈

り
を
励
行
し
た
い
も
の
だ
。

刈
お
く
れ
防
止
対
策
と
し
て
は
段

播
段
植
、
早
刈
り
、
刈
取
り
の
機
械

化
に
よ
り
労
働
力
の
計
圃
的
調
整
を

図
る
こ
と
、
乾
燥
法
の
改
善
な
ど
が

考
え
ら
れ
る
。
現
在
の
架
乾
燥
で
は

非
能
率
的
で
あ
り
刈
お
く
れ
を
招
く

こ
と
に
も
な
っ
て
い
る
。

　
効
率
的
な
乾
燥
を
す
る
に
は
、
共

同
屋
内
乾
燥
機
の
設
置
、
乾
燥
機
の

利
用
が
考
え
ら
れ
る
が
、
地
区
内
の

現
況
を
み
る
と
乾
燥
施
設
は
勿
論
乾

燥
機
の
普
及
も
一
割
程
度
と
云
う
不

備
な
現
状
に
あ
る
。

　
新
潟
産
米
の
求
評
会
に
お
い
て
は

乾
燥
は
年
六
よ
く
な
っ
て
来
た
が
、

上
位
等
級
米
が
少
な
く
規
格
外
米
が

依
然
と
し
て
多
か
っ
た
こ
と
が
注
目

さ
れ
た
。
中
魚
沼
地
方
は
県
内
で
は

上
位
等
級
米
地
帯
と
し
て
有
名
で
あ

る
が
、
今
後
う
ま
い
米
作
り
の
線
に

そ
っ
て
乾
燥
施
設
、
機
具
の
導
入
を

行
な
っ
て
戴
き
た
い
。

1
こ
れ
だ
け
知
つ
て
お
き
た
い
ー

　
　
　
　
畑
什
田
代
の
管
理

　
最
近
寒
冷
地
に
於
い
て
ビ
ニ
ー
ル

畑
菌
が
大
幅
に
普
及
し
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
の
地
帯
で
は
早
熟
多
収
品
種

の
育
成
と
相
侯
っ
て
実
際
増
収
に
導

び
い
て
い
る
農
家
が
多
い
。
中
部
地

区
に
於
い
て
も
畑
苗
代
の
普
及
が
目

覚
ま
し
く
面
積
も
多
い
の
で
ビ
ニ
ー

ル
畑
苗
代
の
主
と
し
て
育
苗
中
の
管

理
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。

生
育
時
期
別
の
管
理
の
要
点

▽
発
芽
揃
い
ま
で
の
真
理

　
育
苗
に
あ
た
っ
て
は
、
濯
水
と
温

度
調
節
（
通
風
換
気
）
に
注
意
す
る

温
度
管
理
に
お
い
て
．
一
般
に
高
温

に
な
り
す
ぎ
て
失
敗
す
る
者
が
多
い

の
で
床
内
に
寒
暖
計
を
設
け
て
お
く

の
も
よ
い
。
畑
苗
代
は
発
芽
不
揃
い

に
な
り
や
す
く
、
床
上
の
培
養
と
温

度
管
理
が
適
正
で
な
い
と
ム
レ
苗
が

発
生
す
る
の
で
、
こ
れ
が
防
止
に
注

意
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

　
種
籾
の
発
穿
に
必
要
な
要
素
は
温

度
、
晒
繋
お
よ
び
水
分
で
あ
る
。
こ

の
期
聞
の
温
度
保
持
の
目
標
は
日
中

で
最
高
三
十
度
C
、
夜
間
は
最
低
十

五
度
C
の
範
囲
に
な
る
よ
う
に
す

る
。
し
た
が
っ
て
、
晴
天
の
日
に
床

内
温
度
が
四
十
度
C
を
越
え
る
と
き

は
ビ
ニ
ー
ル
の
ス
ソ
を
す
か
せ
て
二

十
五
～
三
十
度
C
位
に
な
る
よ
う
に

調
節
す
る
。

　
水
分
は
播
種
の
時
に
、
三
・
三
平

層
あ
た
り
五
十
掬
（
三
斗
）
の
水
を

ま
い
て
床
土
を
十
分
し
め
ら
せ
て
お

け
ぱ
そ
の
後
は
ほ
と
ん
ど
潅
水
し
な

く
て
も
よ
い
。
床
の
表
面
が
臼
っ
ぼ

く
乾
燥
し
て
も
、
発
芽
揃
い
ま
で
は

床
面
を
指
で
押
え
て
み
て
、
湿
り
気

を
感
す
れ
ば
溜
水
す
る
必
要
は
な

い
。
あ
ま
り
た
び
く
潅
水
す
る
と

根
が
浅
く
な
り
、
ム
レ
苗
の
原
因
と

な
る
か
ら
、
濯
水
は
で
き
る
だ
け
控

え
め
に
す
る
。
ま
た
霜
の
予
想
さ
れ

る
と
き
は
ダ
方
コ
モ
等
で
ビ
ニ
ー
ル

の
上
を
麗
い
保
温
す
る
。

▽
発
芽
期
よ
り
離
乳
期
（
本
葉
三

　
枚
）
ま
で

　
こ
の
頃
に
な
る
と
葉
で
炭
素
同
化

作
用
を
盛
ん
に
行
い
、
根
か
ら
吸
収

し
た
水
と
空
気
中
の
炭
酸
ガ
ス
と
か

ら
澱
粉
や
糖
類
を
作
り
、
苗
は
次
第

に
大
き
く
生
長
す
る
。
離
乳
期
よ
り

苗
は
初
め
て
一
人
だ
ち
が
可
能
に
な

つ
て
く
る
。

　
ま
た
本
葉
二
≧
三
葉
の
頃
は
犠
に

ム
レ
苗
の
危
険
期
で
す
。
ム
レ
苗
は

水
分
を
し
ぱ
く
必
要
以
上
に
補
給

し
た
場
合
や
、
前
夜
い
ち
じ
る
し
く

低
温
（
地
温
が
一
〇
度
C
以
下
）
で

あ
っ
た
と
き
に
発
生
し
や
す
い
の
で

日
中
よ
く
注
意
し
苗
の
葉
先
が
し
お

れ
は
じ
め
て
い
る
の
を
認
め
た
場
合

に
は
、
直
ち
に
通
風
換
気
を
中
止
し

て
、
ビ
ニ
ー
ル
を
閉
じ
、
で
き
れ
ぱ

ム
シ
ロ
や
コ
モ
な
ど
で
ビ
ニ
ー
ル
を

魔
う
こ
と
。

ム
レ
苗
及
び
立
枯
病
の
防
止

　
ム
レ
苗
は
、
気
温
、
日
照
の
急
変

に
よ
っ
て
苗
の
地
上
部
と
地
下
部
と

の
生
理
作
用
の
不
均
衡
に
よ
っ
て
生

す
る
生
埋
的
臆
害
で
す
が
、
立
枯
病

は
フ
ザ
リ
ユ
ウ
ム
菌
、
ビ
シ
ュ
ウ
ム

菌
等
の
土
壊
病
菌
に
よ
る
も
の
で
、

土
壊
が
湿
潤
な
状
態
に
発
生
し
や
す

い
。
　
立
枯
病
は
床
土
の
消
毒
、
発
芽
後

発
生
し
た
場
合
は
ウ
ス
プ
ル
ン
、
新

農
薬
シ
ミ
ル
ト
ン
の
一
〇
〇
〇
倍
液

を
二
回
位
散
布
す
る
。
ム
レ
苗
に
対

し
て
は
厚
ま
き
、
チ
ッ
素
分
の
不
足

床
温
の
激
変
、
床
土
の
過
湿
、
醜
素

の
不
足
な
ど
の
管
理
の
不
適
正
よ
り

起
る
根
の
働
き
の
低
下
に
よ
る
も
の

で
こ
れ
が
防
止
策
と
し
て
、
床
土
の

培
養
、
施
肥
の
合
理
化
、
薄
ま
き
励

行
、
潅
水
保
温
な
ど
の
管
理
を
適
切

に
す
る
こ
と
。


